
令 和 ８ 年 ７ 月 １ 日 （ 水 ）                         飯塚市立小中一貫校穂波東校 

第        ７        号             中学部 ・ 校長   秦   俊明 

「他人と自分を大切にすること」 

 

７月１日（水）全学年人権学習を行いました。学校では、全職員で生徒の日頃の言動に注視して、家庭と連携
しながら生徒の人権意識の向上に努めています。 
「己の欲せざる所、人に施すことなかれ」孔子の論語にあります。自分がされたくないことは人にしてはいけ

ない。自分がされたら嫌なことを無自覚にやる人たちがいます。「人権」とは、「他人を大切にする」と「自分
を大切にする」の二つがあります。 
「他人を大切にする」、それは、「人のいやがることをしない」や「人のいやがることを言わない」などです。

そして、「困っている人を見かけたら、手助けをする」こともあります。 
人権のもう一つの意味、「自分を大切にする」とは、自分が他の人にいやなことをされたり、言われたりした

ときに、しっかりとその人に「やめて」と言えることです。また、自分に対して、うまくいかないとき、自分を
傷つけることをしたり言ったりしないことだと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月の主な行事 
６日（木）出校日（平和学習） 小中合同研究会 
７日（金）、８日（土）嘉飯新人（水泳） 

１０日（月）～１５日（土）学校閉庁日  
２４日（月）～２８日（金）学習出校日 
２５日（火）飯塚市教育フォーラム 

９月の主な行事 
１日（火）始業式 
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７月の主な行事 
１日（水）人権学習   
４日（土）嘉飯総体（バスケ男） 
５日（日）嘉飯総体（卓球男女、バスケ女、バレー女） 
６日（月）～１０日（金）数学リカバリーウィーク 

１０日（金）キッザニア福岡（職業やサービスを体験）７年 
１１日（土）嘉飯総体（バスケ決、バレー決）筑豊（卓球、水泳） 
      放送コンテスト 
１４日（火）裁判所見学（説明、模擬裁判員裁判） 
      大宰府天満宮合格祈願 ９年 
１５日（水）スペース LABO 見学 ８年 給食終了  
１７日（金）終業式 
１８日（土）筑豊総体（野球、陸上競技、卓球、バスケ、バレー） 
１９日（日）筑豊総体（野球、陸上競技、バスケ、バレー） 
２１日（火）筑豊総体（野球）、校内研修 
２２日（水）筑豊総体（野球）、県（放送コンテスト）、校内研修 
２３日（木）、２４日（金）三者面談（９年） 
２７日（月）～３１日（金）三者面談、家庭訪問 
２７日（月）県総体（陸上競技、野球、卓球、水泳） 
２８日（火）県総体（陸上競技、野球、卓球、水泳） 
２９日（水）県総体（野球） 
３０日（木）県総体（野球、バスケ、バレー） 
３１日（金）県総体（バスケ、バレー）  

数学リカバリーウィーク  
放課後、ランチルームにおいて、希望者は、数学 
の復習を行います。数学の教師や元数学教師等が 
指導しています。１学期は３回行いました。 

 

      

    
 

 

 
 
 

嘉麻・嘉穂・飯塚地区中学校総合体育大会 
            軟式野球大会 
              優勝 

穂波東・庄内６―４筑穂・桂川・稲築東 
穂波東・庄内５－４幸袋・頴田 
穂波東・庄内２－１飯塚第一 

水泳大会   
    団体男子 優勝  団体女子 優勝 
男子 
・自由５０ １位 原田颯樹 
・自由１００ １位 原田颯樹 
・自由２００ １位 汐先旬人 ２位 藤田楓 
・自由４００ １位 汐先旬人 ２位 峯奏心 
・自由１５００ １位 熊辻悠人 ２位 峯 奏心 
・４００R ２位 熊辻 渡邊世統 藤田 峯 
・４００MR ２位 藤田 汐先 熊辻 原田 
女子 
・自由５０ １位 永易結生 ２位 鑓水莉央 
・自由１００ １位 永易結生 ２位 瀧本莉弓 
・自由 ２００ １位 松尾知怜 
・平泳ぎ１００ １位 松尾知怜 ２位 鑓水莉央 
・４００R １位 松尾 永易 鑓水 瀧本 
・４００MR １位 松尾 永易 鑓水 瀧本 
 
  

 
テストの新しいカタチ 

「自学ノート持ち込み可」が育む本当の学力 
～暗記型テストから思考・判断型テストへのアップデート～ 

本校は、期末考査において、自学ノート「持ち込み型試験」を行っています。前年度は一部の学年で先行実施で
したが、今年度は全学年で実施しています。福岡教育大学大学院坂井清隆先生の指導を仰ぎながら行っています。 
取組のねらいは、大人になって仕事をする時、何も見ずに作業することは稀です。必要な資料を揃え、それを使

ってどうアウトプットするかという「実社会に近い学力」を、学校でトレーニングしています。つまり、スマホ（生
成 AI）時代に求められる力への価値転換です。 

Q：この形式で、高校・大学入試を突破できるのか？ 
A：むしろ、今の入試トレンドこそが、この形式を求めています。 

・高校入試：記述問題の配点が増加し、「なぜそうなるのか」を説明させる問題が標準化  
   ・大学入学共通テスト：ページ数が激増し、会話文やグラフ、複数の文献を読み取らせる問題が主流 

ノート持ち込みテストは、入試本番で資料を読み解くための「思考の予行練習」です。単なる暗記で乗り切
ろうとしても今の入試では対応できません。 

Q：ノートを見ながらなんてカンニングでは？学力が下がるのでは？ 
A：構造化されたノートを作ることがテスト勉強そのものです。持ち込みメモを作るプロセスこそが、最も負荷
の高い学習です。 

※今年度実施の学年は、最初の２０分は、自学ノート不可の知識・技能の問題です。後半の２５分は、自学ノート持ち込み可の思考
力・判断力・表現力の問題です。また、知識・技能の問題は、どの学年も単元テストや小テストでも行っています。 

 
 
 

 

 

 

 


